
森林整備広域連携促進対策事業の概要

本事業は、平成２１年度から平成２２年度にかけての、森林整備の促進に資する集約化、木材流通の
一貫化等の広域連携の取組への支援を目的とした補助事業であり、公募による選定の結果、株式会社
アミタ持続可能経済研究所が実施、とりまとめを行いました。２年間で下記の４地域において実施されま
した。

広域連携による森林整備促進のイメージ

目指す効果例

水平連携
●施業技術の移転・共通化
●森林情報の整備と共有
●林業機械・作業班の派遣・受入の仕組化
●既存組織等の枠組を越えた施業地の団地化

垂直連携

森林所有者 森林組合

林業事業体

加工事業体

住宅・製紙・
エネルギー産業等

消費者

●間伐材の流通経路確立
●サプライチェーン全体でのコスト・品質管理
●都市住民や企業の森林整備への参画

●作業班の得意分野・繁閑の相互補完による施業コスト低減
●大ロット需要への対応による価格形成力向上
●計画的な生産・販売による木材の安定供給
●サプライチェーン短縮による総原価低減
●木材流通チャネル整備による木材需給の安定化

森林整備の促進

地 域
連携の
種類

中心事業体 内 容

仁淀川
源流域

水平
連携

中予山岳流域林
業活性化セン
ター

森林施業集約化技術をもった森林組合と高い素材生産
技術をもった森林組合が共同で団地を設定し、森林整備
に取り組む。 →詳細はこちら

京都府
全域

水平
連携

京都府森林組合
連合会

府内を５つのブロックに分け、情報交換と交流の場である
ブロック協議会を定期的に開催。また、共同作業の試行
的取組を実施し生産性向上を目指す。 →詳細はこちら

四国中部
垂直
連携

高知エコデザイン
協議会

素材生産業・製材業・住宅産業の連携により木造住宅の
総原価低減を進め、木材の付加価値向上を目指す。
→詳細はこちら

安曇川
流域

垂直
連携

安曇川流域・森と
家づくりの会

林業家・製材所・工務店等の連携によりそれぞれの持つ
技術やニーズ情報を共有することで、地域における森林
整備の実行体制の強化を目指す。 →詳細はこちら

http://www.rinya.maff.go.jp/j/kanbatu/kanbatu/hojyojigyou/pdf/kouiki-jirei1.pdf
http://www.rinya.maff.go.jp/j/kanbatu/kanbatu/hojyojigyou/pdf/kouiki-jirei2.pdf
http://www.rinya.maff.go.jp/j/kanbatu/kanbatu/hojyojigyou/pdf/kouiki-jirei3.pdf
http://www.rinya.maff.go.jp/j/kanbatu/kanbatu/hojyojigyou/pdf/kouiki-jirei4.pdf
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